建設工事請負契約書
	１　工　事　名
	雲南市新庁舎建設事業
雲南市新庁舎建設工事（太陽光発電設備）



	２　工事場所
	雲南市木次町里方地内


	
	着　工
	平成
	年
	月
	日

	３　工　　　期

	
	完　成
	平成
	２７年
	８月
	２０日


	４　請負代金額
	￥３６，３９６，０００‐

	　　（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額　￥２，６９６，０００‐）


	５　契約保証金
	￥３，６３９，６００‐


	６　解体工事に要する費用等　　　　別記のとおり


　上記の工事について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、別添の条項によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。
　また、受注者が共同企業体を結成している場合には、受注者は、別紙の共同企業体協定書により契約書記載の工事を共同連帯して請け負う。
　本契約の証として本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。

　　平成　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　発　注　者　　島根県雲南市木次町木次１０１３－１
雲　南　市　長　　速　水　雄　一

　　　　　　　　　　　受　注　者
公共工事請負契約約款
（中略）

（部分払）
第38条　受注者は、工事の完成前に、出来形部分並びに工事現場に搬入済みの工事材料及び製造工場等にある工場製品（第13条第２項の規定により監督職員の検査を要するものにあっては当該検査に合格したもの、監督職員の検査を要しないものにあっては設計図書で部分払の対象とすることを指定したものに限る。）に相応する請負代金相当額の10分の9以内の額について、次項から第７項までに定めるところにより部分払いを請求することができる。ただし、この請求は、工期中　　回を超えることができない。

（中略）

（瑕疵担保）
第45条　発注者は、工事目的物に瑕疵があるときは、受注者に対して相当の期間を定めてその瑕疵の修補を請求し、又は修補に代え、若しくは修補とともに損害の賠償を請求することができる。ただし、瑕疵が重要ではなく、かつ、その修補に過分の費用を要するときは、発注者は、修補を請求することができない。
２　前項の規定による瑕疵の修補又は損害賠償の請求は、第32条第４項又は第５項（第39条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定による引渡しを受けた日から　年以内に行わなければならない。ただし、その瑕疵が受注者の故意又は重大な過失により生じた場合、又は住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成11年法律第81号）第94条第１項に規定する構造耐力上主要な部分若しくは雨水の浸入を防止する部分について生じた場合（構造耐力又は雨水の浸入に影響のないものを除く。）には、当該請求を行うことのできる期間は10年とする。

（中略）

仲裁合意書
工事名　　　頭書　記載のとおり
工事場所　　頭書　記載のとおり

　平成　　年　　月　　日に締結した上記建設工事の請負契約に関する紛争については、発注者及び受注者は、建設業法に規定する下記の建設工事紛争審査会の仲裁に付し、その仲裁判断に服する。
管轄審査会名　　　　　　島根県建設工事紛争審査会

平成　　年　　月　　日
発注者　　島根県雲南市木次町木次１０１３－１
雲　南　市　長　　　速　水　雄　一　　印

受注者
印

［裏面］

仲裁合意書について
（中略）

字 削 除
特約条項
・中間前金払を適用する。
この場合において、約款第38条、第42条第２項（ｂ）は適用しない。ただし、年度を越えて施工する必要のある工事（繰越明許費又は債務負担行為に係る工事）については、各年度末の部分払に限り約款第38条を適用する。（その際の部分払額算定は第42条第２項（ａ）の算定式による。）
・部分払を適用する。
この場合において、約款第35条第４項及び第５項、第42条第２項（ａ）は適用しない。

（建築物に係る解体工事）
（別　記）
解体工事に要する費用等について
（１）解体工事に要する費用　　　　￥　△△△△△△△△△△△△△△‐
（２）再資源化等に要する費用　　　￥　△△△△△△△△△△△△△△‐
（３）分別解体等の方法

	工程ごとの作業内容及び解体方法
	工程
	作業内容
	分別解体の方法

	
	①建築設備・内装材等
	建築資材・内装等の取外し
☑有　　□無
	☑手作業
□手作業・機械作業の併用
併用の場合の理由（　　　　　　）

	
	②屋根ふき材
	屋根ふき材の取外し
☑有　　□無
	□手作業
☑手作業・機械作業の併用
併用の場合の理由（　　　　　　）

	
	③外装材・上部構造部分
	外装材・上部構造部分の取壊し
☑有　　□無
	□手作業
☑手作業・機械作業の併用

	
	④基礎・基礎杭
	基礎・基礎杭の取壊し
☑有　　□無
	□手作業
☑手作業・機械作業の併用

	
	⑤その他
（　　　　　　　　）
	その他の取壊し
□有　　□無
	□手作業
□手作業・機械作業の併用


（注）分別解体等の方法については、該当がない場合は記載の必要はない。
（４）再資源化等をする施設の名称及び所在地
	
	特定建設資材廃棄物の種類
	施設の名称
	所在地
	

	
	●●●●●●●
	●●●●●
	●●●●●●●●●
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（契約書の裏（袋とじ））
資料７





受注者








収入


印紙








契約金額500万円以上の場合、


雲南市が記入





契約金額500万円以上の場合、


雲南市が記入





○○県○○市〇〇


△△建設株式会社


代表取締役　　★★　★★








受注者





契約金額５００万円以上の場合、雲南市が記入


・５００万円以上５，０００未満・・・１回


・５，０００万円以上２億円未満・・・２回


・２億円以上・・・・・・・・・・・・３回





雲南市が記入


・建築　木造　　　　　・・・１年


・建築　コンクリート造・・・２年


・土木　　　　　　　　・・・２年


・設備等　　　　　　　・・・１年





雲南市が記入





雲南市が記入





○○県○○市〇〇


△△建設株式会社


代表取締役　　　□　□　□□





受注者





雲南市が文字数を記入


中間前払削除　142


部分払削除　49





受注者





４９





雲南市





中間前払いと部分払いは、どちらか一方しか選択ができません。


契約後の変更はできません。


選択しない方を二重線で消してください。





契約金額５００万円以上の工事はこのページを添付しています。


工事の種類により記載内容が異なります。





雲南市





受注者
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